
６
月
中
旬
か
ら
県
内
の
商
工
会
・
商

工
会
議
所
を
中
心
に
始
め
た
、
『
事
業

承
継
診
断
』
は
、
９
月
末
で
１
５
０
０

事
業
所
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
承
継
診
断
の
中
間
報
告
や

支
援
機
関
の
取
り
組
み
状
況
を
共
有
し

オ
ー
ル
大
分
で
事
業
承
継
を
支
援
す
る

第
二
回
大
分
県
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
連
絡
会
議
が
１
０
月
に
大
分
県
中
小

企
業
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
２
８
団
体
か
ら
４
３
人

が
出
席
。
今
年
度
事
業
承
継
目
標
の
う

ち
約
３
０
％
の
１
４
８
８
件
の
事
業
承

継
の
状
況
、
今
後
の
支
援
策
、
支
援
の

方
向
性
等
、
活
発
な
意
見
交
換
会
と
な

り
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
１
４
８
８
件
の
中
で
、

業
種
的
に
は
、
小
売
業
の
３
６
６
社
（
２

４
．
６
％
）
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
３
５
５

社
（
２
３
．
９
％
）
、
建
設
業
２
１
９

社
（
１
４
．
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
１
０
年
後
の
夢
に
つ

い
て
語
り
合
え
る
候
補
者
の
割
合
で

は
、
宿
泊
業
が
６
８
．
３
％
、
製
造
業

が
６
２
．
４
％
、
卸
売
業
が
５
７
．
５

％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
逆
に

候
補
者
が
い
る
割
合
で
は
飲
食
業
が

４
１
．
３
％
、
小
売
業
が
４
６
．
２
％

と
い
う
厳
し
い
結
果
が
出
て
き
ま
し

た
。
左
の
表
が
集
計
結
果
。

寄
せ
ら
れ
た
中
で
、
事
業
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
が
依
頼
さ
れ
た

事
業
所
数
は
１
０
３
件
で
し
た
。
支
援

要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
に

配
属
さ
れ
た
担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
３
人
が
フ
ル
回
転
で
、
支
援
業
務
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

支
援
の
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
企
業
の
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

②
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
今
後
の
支

援
方
法
を
検
討
・
提
示
す
る
。

③
支
援
に
入
る
。
『
見
え
る
化
』
支

援
＝
企
業
の
財
務
の
中
身
の
分

析
、
『
磨
き
上
げ
』=

儲
か
る
仕

組
み
の
検
討
。

④
事
業
承
継
計
画
作
成
（
親
族
内
承

継
の
場
合
は
、
後
継
者
の
年
齢
や

経
験
に
も
よ
り
ま
す
が
、
５
年
～

１
０
年
程
度
を
め
ど
に
後
継
者
へ

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
ま
で
の
計
画
を

作
成
し
ま
す
。

⑤
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
支

援
の
中
で
行
い
ま
す
。

【
専
門
家
支
援
の
事
例
】

・
税
理
士
に
よ
る
株
価
の
算
定

・
税
理
士
に
よ
る
相
続
税
試
算

・
弁
護
士
に
よ
る
遺
言
状
の
支
援

・
社
労
士
に
よ
る
新
就
業
規
則

・
司
法
書
士
に
よ
る
定
款
変
更
支
援

等
の
支
援
が
３
回
ま
で
無
料
で
実
施

し
ま
す
。
困
っ
た
り
、
相
談
し
た
い

案
件
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り
の
商
工
会

・
商
工
会
議
所
等
、
ま
た
は
、
事
業

引
き
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
（
０
９
７

-

５
３
５-

７
２
３
０
）
ま
で
。

承
継
診
断
の
中
で
、
『
事
業
承
継
を

行
う
に
あ
た
り
、
課
題
と
思
う
こ
と
は

何
で
す
か
？
』
と
い
う
問
い
に
対
し
て

具
体
的
な
内
容
と
し
て
一
番
多
か
っ
た

答
え
は
「
事
業
の
将
来
性
に
不
安
が
あ

る
」
３
９
６
件
、
「
借
入
金
・
保
証
の

問
題
」
９
７
件
、
「
承
継
に
取
り
組
む

時
間
が
な
い
」
７
０
件
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
も
、
セ

ン
タ
ー
を
活
用
す
る
と
、
解
決
の
糸
口

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

会
議
の
中
で
は
、
各
金
融
機
関
の

現
在
の
取
り
組
み
状
況
の
意
見
交
換
も

実
施
。
一
部
機
関
を
除
い
て
、
事
業
承

継
診
断
シ
ー
ト
に
よ
り
、
取
引
企
業
の

状
況
把
握
。
内
容
を
分
析
し
て
、
そ
の

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

正
月
休
み
を
利
用
し
て
、
帰
省
し
て

い
る
後
継
者
候
補
に
面
談
し
て
、
承
継

の
意
向
を
確
か
め
る
例
が
報
告
。
第
三

者
承
継
案
件
で
は
、
同
じ
支
店
内
で
売

り
買
い
の
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
た
例
。
事

業
承
継
や
第
三
者
承
継
を
難
し
い
問
題

と
考
え
て
い
る
お
客
様
に
、
わ
か
り
や

す
く
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
例
。
等
々
、
機
関
ご
と
に
独
自

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
同
様
に
、

金
融
機
関
で
も
支
店
の
担
当
者
が
事
業

承
継
診
断
の
依
頼
を
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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来
年
１
０
月
に
消
費
税
が
１
０
％

に
な
り
、
新
聞
紙
上
で
も
軽
減
税
率

や
当
面
の
対
応
策
が
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
軽
減
税
率
（
８
％
の
取

り
扱
い
）
の
対
象
と
な
る
飲
食
料
品

の
取
り
扱
い
、
レ
ジ
打
ち
に
つ
い

て
、
対
象
と
な
る
お
店
は
煩
雑
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
８
％
と

１
０
％
に
対
応
す
る
た
め
の
レ
ジ
や

レ
ジ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
z
t
-
h
o
j

o
.
j
p
/

又
は
、
『
軽
減
税
率
対

策
補
助
金
』
で
検
索
す
る
と
詳
細
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

導
入
・
改

修
費
用
は
原

則
３
分
の
２

の
補
助
率
で

す
。
導
入
費

用
が
３
万
円
未
満
の
レ
ジ
を
一
台
の

み
導
入
す
る
場
合
は
、
４
分
の
３
の

補
助
。

補
助
額
の
上
限
は
、
レ
ジ
一
台
当

た
り
２
０
万
円
。
複
数
台
数
を
導
入

す
る
場
合
は
２
０
０
万
円
が
上
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
使
っ
て
い
る
レ

ジ
が
複
数
税
率
に
対
応
し
て
い
る

か
、
レ
ジ
メ
ー
カ
ー
に
確
認
す
る
こ

と
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

軽
減
税
率
制
度
は
す
べ
て
の
事
業

者
に
影
響
が
あ
る
制
度
で
す
。
対
象

品
目
を
扱
わ
な
い
事
業
者
を
含
め
す

べ
て
の
課
税
業
者
が
標
準
税
率
（
１

０
％
）
と
軽
減
税
率
（
８
％
）
を
区

分
し
て
経
理
を
し
た
り
、
取
引
先
か

ら
『
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
で
あ
る

旨
』
や
『
税
率
ご
と
に
合
計
し
た
税

込
み
対
価
の
額
』
を
記
載
し
た
請
求

書
等
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
準
備
を
！

気
に
な
る
方
は
、
お
近
く
の
商
工

会
・
商
工
会
議
所
に
ご
相
談
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

後
継
候
補
が
い
る
割
合
は
５
２
％

ミ
ニ
情
報

『
事
業
承
継
補
助
金
の
活
用
を
』

国
の
補
助
制
度
で
、
事
業
承
継
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
事
業
承
継
・
世
代
交
代
を

契
機
と
し
て
、
経
営
革
新
や
事
業
転
換
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
設
備
投

資
や
販
路
拡
大
、
既
存
事
業
の
廃
業
に
必
要
な
経
費
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
①
承

継
に
あ
た
っ
て
、
後
継
者
が
行
う
生
産
性
の
大
幅
な
向
上
へ
の
取
り
組
み
の
支
援
等

で
す
。
補
助
額
は
２
０
０
万
円
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
に
取
り
組
む
場
合
の
１
２
０
０
万
円
ま

で
で
す
。
国
の
予
算
が
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
概
算
要
求
段
階
で
は
、
本
年
度

（
３
０
億
円
）
の
半
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
早
め
の
準
備
と
ご
相
談
を
！
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事
業
引
継
ぎ
を
機
に

総
菜
部
門
の
強
化

㈲
あ
べ
よ
し
ス
ト
ア
ー

安
部

恵
一
さ
ん

豊
後
大
野
市

犬
飼
町
の
『
あ

べ
よ
し
ス
ト
ア

ー
』
の
後
継
者
は
安
部
恵
一
さ
ん
。

昭
和
４
４
年
に
創
業
し
た
食
料
品
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
３
代
目
さ

ん
。
地
元
産
の
野

菜
を
中
心
に
品
ぞ

ろ
え
し
て
、
新
鮮

さ
が
評
判
で
、
町

内
外
か
ら
”
あ
べ

よ
し
フ
ァ
ン
”
が

買
い
物
に
訪
れ
て

い
ま
す
。

地
域
の
過
疎
化

は
深
刻
で
大
分
市

に
隣
接
し
て
い
る

犬
飼
町
の
人
口
は

十
年
前
に
比
べ
て

７
０
０
人
ほ
ど
減

少
し
３
６
０
０
人
と
な
り
、
消
費
も

落
ち
込
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
状
況
を
後
継
者
の
恵
一
さ
ん

が
何
と
か
打
開
し
よ
う
と
、
強
み

で
あ
る
青
果
部
門
の
充
実
と
、
総

菜
部
門
の
テ
コ
入
れ
を
図
り
、
新

商
品
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
仕
上
げ
と
し
て
の
店
舗
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
１
２
月
に
済
ま
せ
ま
し

た
。
総
菜
の
目
玉
と
し
て
は
、
豊
後

大
野
市
商
工
会
青
年
部
が
試
作
し
た

テ
キ
サ
ス
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
看
板

総
菜
と
し
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
ま
し
た
。
薪
を
燃
料
と
し
て

焼
き
上
げ
る
商
品
は
、
都
市
部
の
総

菜
屋
さ
ん
で
は
決
し
て
で
き
な
い
手

間
暇
か
け
た
お
い
し
い
商
品
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
恵
一
さ
ん
は
『
昨

年
、
父
親
か

ら
事
業
を
承

継
し
、
今
回

店
舗
改
装
を

行

い

ま

し

た
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の

人
た
ち
に
愛

さ
れ
る
店
舗

づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き

ま
す
』
と
語

っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

営
業
は
午
前
９
時
～
午
後
７
時

問
い
合
わ
せ
は
（
０
９
７-

５
７

８-

０
０
６
３
）
。

承
継事

例

承
継
診
断
の
中
間
報
告
会
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
）

介
紹

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
に
１
０
３
件

後
継
者
候
補
の
割
合
は
？

消
費
税
軽
減
財
率
対
策
補
助
金

課
題
は
将
来
の
不
安
が
最
多

ネットワーク連絡会議の様子

金
融
機
関
も
積
極
的
支
援
へ



今
年
の
７
月
に
４
０
年
ぶ
り

に
相
続
法
（
民
法
）
の
改
正
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
２
年
の
間

に
施
行
さ
れ
る
の
で
、
要
注
意

で
す
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
現
在
わ
か
っ
て
い
る
範
囲

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
配
偶
者
居
住
権
が
創
設

住
宅
の
権
利
を
「
所
有
権
」

と
「
居
住
権
」
に
分
け
て
評
価

し
て
、
配
偶
者
が
居
住
権
を
取

得
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
相
続
し

た
自
宅
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
相
続
す
る
財
産
と

し
て
①
評
価

額
二
千
万
円

の
自
宅
と
二

千
万
円
の
預

貯
金
が
あ
る

と
仮
定
し
ま

す
。
②
法
定

相
続
分
に
従
っ
て
妻
と
子
が
２

分
の
１
ず

つ
（
二
千

万

円

ず

つ
）
相
続

財
産
を
分

け
ま
す
。

③
妻
が
長

年
住
み
慣

れ
た
自
宅
を
相
続
し
た
い
と
考

え
た
場
合
、
預
貯
金
は
、
す
べ

て
子
が
受
け
取
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
④
早
速
、
妻
は
生
活
費

が
な
い
た
め
、
明
日
の
生
活
に

困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
極
端

な
例
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事

態
も
想
定
さ
れ
、
「
居
住
権
」

が
創
設
さ
れ
、
配
偶
者
保
護
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
：
妻
は
居
住
権
を
取

得
す
る
こ
と
で
、
自
宅
に
住
み

続
け
、
評
価
額
が
低
い
居
住
権

に
よ
り
預
貯
金
な
ど
も
取
得
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

二
、
結
婚
２
０
年
以
上
の
自
宅

贈
与

自
宅
不
動
産
の
遺
贈
（
遺
言

に
よ
る
財
産
を
残
す
こ
と
）
や

生
前
贈
与
は
、
特
別
受
益
（
共

同
相
続
人
間
の
公
平
を
図
る
た

め
の
手
続
き
）
に
当
た
ら
な
い

と
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

相
続
財
産
に
加
算
さ
れ
な
い

で
、
相
続
分
を
計
算
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
『
遺
産
分
割
前

の
遺
産
範
囲
の
見
直
し
』
、

『
預
貯
金
の
仮
払
い
制
度
』
、

『
遺
留
分
侵
害
額
請
求
権
の
新

設
』
、
『
自
筆
証
書
遺
言
の
方

式
緩
和
』
、
『
被
相
続
人
へ
の

介
護
者
の
特
別
寄
与
』
等
が
、

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
家
族

の
形
が
昔
と
比
べ
て
変
わ

っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
改

正
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

具
体
的
な
対
応
に
つ

い
て
は
弁
護
士
に
ご
相
談

さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。俗

に
、
相
続
対
策
は
、

①
争
族
対
策
、
②
節
税
対
策
、

③
納
税
対
策
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
後
継
者
へ
事
業
承
継
に
絡

む
相
続
対
策
の
心
配
が
あ
る
場

合
も
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ

ー
の
専
門
家
派
遣
制
度
が
活
用

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
承
継
の
重
要
性
や
具
体

的
な
課
題
解
決
方
法
等
に
つ
い

て
、
県
内
６
カ
所
（
大
分
市
、

豊
後
高
田
市
、
日
田
市
、
杵
築

市
、
豊
後
大
野
市
、
佐
伯
市
）

で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
で
事
業
承
継
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
を
務
め
る
西
元
知
基
先

生
、
弁
護
士
で
あ
り
中
小
企
業

診
断
士
で
も
あ
る
碓
井
啓
己
先

生
。
具
体
的
な
事
業
承
継
事
例

や
、
法
律
的
問
題
点
な
ど
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
『
堅
苦
し
い
研
修

会
で
は
な
く
、
具
体
的
な
事
例

の
話
が
多
か
っ
た
の
で
、
判
り

や
す
か
っ
た
。
』
な
ど
、
好
評

で
し
た
。

お
話
し
の
要
約

〇
西
元
先
生

創
業
者
が
事
業
承
継
の
対
策

を
怠
っ
た
た
め
、
事
業
の
継
続

す
ら
危
ぶ
ま
れ
た
事
例
な
ど
が

披
露
。
と
に
か
く
事
業
承
継
に

は
時
間
が
か
か
る
の
で
早
め
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

〇
碓
井
先
生

弁
護
士
と
し
て
の
経
験
を
基

に
講
和
。
経
営
者
が
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
承
継
が
上
手
く
い

か
な
く
な
っ
た
事
例
。
株
式
移

転
の
支
配
権
問
題
、
顧
客
の
引

継
ぎ
、
遺
留
分
や
保
証
の
注
意

点
、
商
号
問
題
な
ど
、
具
体
的

な
事
業
承
継
に
際
し
て
準
備
す

る
こ
と
を
中
心
に
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
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年
が
明
け
る
と
、
平
成

の
時
代
も
終
わ
り
ま
す
。

大
地
震
、
巨
大
台
風
、

ゲ

リ

ラ

豪

雨

、

竜

巻

な

ど
、
想
定
外
の
自
然
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
時
代
で
あ
り
ま
し

た
。
次
の
時
代
も
、
こ
の
よ
う
な

自
然
災
害
が
続
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
”
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
”

と
い
う
言
葉
を
肝
に
銘
じ
て
、
準

備
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

事
業
承
継
も
同
様
で
、
本
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
半
ば
に
、
先
代
の
経

営
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
例
が

散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た

遺
族
の
方
の
悲
し
み
、
ご
苦
労
は

大
変
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
事
業

承
継
も
同
じ
く
”
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
で
す
”
お
早
め
に
！

残
念
な
相
続
（
内
藤
克

著
）

「
う
ち
は
、
大
し
た
財
産
も
な
い

し
、
相
続
は
関
係
は
な
い
」
と
思

て
い
る
人
ほ
ど
、
困
っ
て
い
る
の

が
相
続
の
問
題
で
す
。
親
の
面
倒

を
見
た
ら
遺
産
の
上
乗
せ
が
あ
る

の
？

相
続
放
棄
し
た
ら
借
金
は

な
く
な
る
の
？
名
義
預
金
は
ど
う

な
る
の
？
遺
言
が
あ
る
の
に
何
故

も
め
る
の
？
相
続
し
た
実
家
の
節

税
策
は
ど
う
し
た
ら
？
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か

ら
資
産
が
ば
れ
る
？
等
、
ベ
テ
ラ

ン
の
税
理
士
が
リ
ア
ル
に
事
例
を

基
に
相
続
対
策
の
危
険
な
ポ
イ
ン

ト
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
し
た
か
？

民
法
改
正

遺
産
分
割
関
係
の
改
正

県
内
六
カ
所
で
承
継
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

事
業
承
継
に
つ
い
て
の
フ
ロ
ー
図
で
す
。

ど
こ
に
該
当
す
る
か
お
試
し
く
だ
さ
い
。

新
・
事
業
承
継
税
制
活
用
の

お
す
す
め
と
注
意
点

平
成
３
０
年
か
ら
、
非
上
場
の
株
式
等

の
贈
与
税
及
び
相
続
税
の
納
税
の
猶
予
に

つ
い
て
、
大
き
な
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
の
株
式
は
上
場
企
業
と
違
っ

て
、
転
売
性
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

承
継
の
際
に
は
株
式
に
課
税
さ
れ
る
相
続

税
が
重
た
す
ぎ
た
こ
と
が
、
事
業
承
継
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
原
因
の
一
つ
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
①
対
象
と
な
る
株

式
数
の
上
限
が
撤
廃
さ
れ
、
議
決
権
株
式

の
全
部
が
猶
予
対
象
、
②
猶
予
割
合
も
１

０
０
％
に
拡
大
し
、
納
税
猶
予
は
「
後
継

者
の
死
亡
の
時
」
ま
で
継
続
と
な
っ
て
い

ま
す
。
実
質
上
、
中
小
企
業
株
式
に
つ
い

て
の
相
続
税
・
贈
与
税
に
関
す
る
税
負
担

は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
も
多
い
の
で
す
が
、
注
意
す

べ
き
点
も
あ
り
ま
す
。
気
を
付
け
る
べ
き

と
こ
ろ
は
気
を
付
け
て
う
ま
く
活
用
す
る

と
、
後
継
者
に
も
負
担
が
か
か
ら
な
く

て
、
承
継
が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。注

意
点

〇
納
税
猶
予
の
取
り
消
し
に
注
意
で
す
。

▼
後
継
者
が
代
表
権
を
失
っ
た
と
き
、

県
や
税
務
署
長
へ
の
継
続
届
出
書
の
提

出
を
怠
っ
た
と
き
等
、
い
く
つ
か
の
取

り
消
し
事
由
が
あ
り
ま
す
の
で
要
注
意
！

〇
後
継
者
以
外
の
相
続
人
の
納
税
資
金

に
も
注
意
▼
課
税
遺
産
総
額
に
は
、
事

業
承
継
税
制
で
猶
予
対
象
に
な
っ
た
株

式
も

含
ま
れ
ま
す
。
も
め
な
い
よ
う
な

対
策

も
必
要
で
し
ょ
う
！

具
体
的
な
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
・
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
事
業
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
申
込
み
い
た
だ
け
れ

ば
、
専
門
家
を
派
遣
し
て
（
無
料
）
、
試

算
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

国
税
庁
や
中
小
企
業
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
詳
細

が
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
を
！
。


